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祝卒業

小中学校小中学校卒業式卒業式

　３月は卒業シーズン。今まで慣れ親しみ、またお世話になった人との別れの季節です。連
合立小中学校でもそれぞれの別れがありました。
　3月14日㈬に笠置・和束中学校で、3月19日㈪には笠置・和束・南山城小学校で卒業式
が執り行われました。
　今年は、笠置小学校10人、和束小学校27人、南山城小学校19人、また笠置中学校40人、
和束中学校36人の児童生徒が巣立っていきました。
　思い出が詰まった学び舎から新しい希望の道へ旅立ちます。

希望を胸に抱き　　
思い出が詰まった学び舎を巣立つ

笠置中学校和束中学校

笠置小学校

和束小学校

南山城小学校
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いきいきふれあいフェスタ2012

いきいきふれあいフェスタ2012

いきいきふれあいフェスタ2012

　

二
月
十
九
日
か
ら
二
十
五
日

ま
で
の
七
日
間
に
わ
た
り
、
南

山
城
村
や
ま
な
み
ホ
ー
ル
に
お

い
て
、
第
三
十
回
文
化
の
つ
ど

い
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
二
十
三
年
度
は
、
国
民

文
化
祭
イ
ベ
ン
ト
が
京
都
府
内

各
地
で
開
催
さ
れ
、
南
山
城
村

で
も
数
多
く
の
関
連
事
業
が
実

施
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
そ
の
締

め
く
く
り
と
な
っ
た
文
化
の
つ

ど
い
は
、
南
山
城
村
で
文
化
活

動
に
取
り
組
ま
れ
て
い
る
団
体

や
個
人
の
学
習
成
果
の
発
表
の

場
と
し
て
、
ま
た
住
民
に
よ
る

地
域
に
根
付
い
た
取
組
と
し

て
、
今
年
で
三
十
回
目
を
迎
え

る
伝
統
あ
る
事
業
で
す
。

　

初
日
の
記
念
公
演
に
は
、
住

民
の
方
か
ら
の
要
望
も
あ
り
、

奈
良
県
宇
陀
郡
榛

原
町
よ
り

大
衆
演
劇

「
や
ま
と

座
」
を
迎

え
、
笑
い

あ
り
涙
あ

り
の
昔
懐

か
し
い
人

情
劇
を
鑑

賞
し
ま
し

た
。

　

午
後
か
ら
は
、
地
域
で
活
動

し
て
い
る
文
化
サ
ー
ク
ル
に
よ

る
舞
台
発
表
が
行
わ
れ
、
和
太

鼓
や
コ
ー
ラ
ス
、
大
正
琴
な
ど
、

一
年
の
活
動
の
成
果
を
美
し
い

音
色
で
発
表
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

ま
た
、
団
体
や
個
人
の
作
品

も
期
間
を
通
し
て
展
示
さ
れ
、

個
性
あ
ふ
れ
る
力
作
が
並
び
、

来
場
さ
れ
た
方
も
創
作
意
欲
が

掻
き
立
て
ら
れ
た
こ
と
で
し
ょ

う
。
最
終
日
に
は
カ
ラ
オ
ケ
大

会
も
開
催
さ
れ
、
ホ
ー
ル
に
は

若
々
し
い
歌
声
が
響
き
渡
り
ま

し
た
。

　

よ
う
や
く

春
ら
し
い
ポ

カ
ポ
カ
し
た

陽
気
と
な
っ
た
三

月
三
日
、
笠
置
町

産
業
振
興
会
館
に
お
い

て
“
い
き
い
き
ふ
れ
あ
い
フ
ェ

ス
タ
二
〇
一
二
”
が
開
催
さ
れ
、

舞
台
や
作
品
展
示
に
よ
り
日
頃

の
文
化
活
動
の
成
果
が
発
表
さ

れ
ま
し
た
。

　

懐
か
し
い
昭
和
の
名
曲
を
奏

で
る
大
正
琴
の
演
奏
か
ら
始
ま

り
、
毎
年
か
わ
い
ら
し
い
演
技

で
会
場
を
和
ま
せ
る
笠
置
保
育

所
の
園
児
や
笠
置
児
童
館
の
小

学
部
に
よ
る
力
強
い
和
太
鼓
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
「
ト
マ
ト
」
に

よ
る
民
話
の
読
み
聞
か
せ
な
ど

が
後
に
続
き
ま
し
た
。

　

昨
年
に
引
き
続
き
二
回
目
の

出
演
と
な
っ
た
う
た
ご
え
教
室

で
は
、
春
夏
秋
冬
の
代
表
的
な

曲
を
十
八
曲
盛
り
込
ん
だ
メ
ド

レ
ー
を
、
パ
ー
ト
に
分
か
れ
て

同
時
に
別
々
の
曲
を
歌
っ
た

り
、
ピ
ア
ノ
の
演
奏
と
違
っ
た

曲
を
歌
っ
た
り
、
面
白
い
試
み

で
会
場
を
大
い
に
楽
し
ま
せ
て

く
れ
ま
し
た
。

　

展
示
の
部
で
は
、
手
ま
り
な

ど
の
手
芸
品
、
ま
た
絵
画
や
写

真
な
ど
、
各
団
体
や
個
人
の

生
き
が
い
作
品
が
飾
ら
れ
ま
し

た
。
ま
た
生
涯
学
習
事
業
に
参

加
さ
れ
た
受
講
生
の
方
に
は
、

ア
メ
リ
カ
ン
フ
ラ
ワ
ー
や
ク
ラ

フ
ト
バ
ッ
グ
な
ど
の
作
品
を
展

示
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

最
近
で
は
、
個
人
的
に
さ
ま

ざ
ま
な
創
作
活
動
を
楽
し
ん
で

お
ら
れ
る
方
が
増
え
て
き
て
い

ま
す
。
次
回
は
、
ぜ
ひ
皆
さ
ん

の
作
品
を
展
示
し
て
み
て
く
だ

さ
い
ね
。
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パ
パ
だ
っ
て
子
ど
も
が
大
好
き

　

核
家
族
化
が
進
む
中
、
最
近

で
は
積
極
的
に
育
児
を
楽
し
む

男
性
『
イ
ク
メ
ン
』
が
増
え
て

き
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
『
イ
ク

メ
ン
』
を
対
象
に
し
て
、
三
月

二
十
日
春
分
の
日
に
笠
置
町
産

業
振
興
会
館
に
お
い
て
父
親
の

た
め
の
子
育
て
講
座
「
ぱ
ぱ
ス

タ
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今

回
は
「
パ
パ
の
絵
本
大
作
戦
」

と
題
し
て
、
自
身
も
現
役
パ
パ

で
あ
る
講
師
が
、
お
父
さ
ん
な

ら
で
は
の
楽
し
く
て
読
み
や
す

い
絵
本
を
ラ
イ
ブ
形
式
で
紹
介

し
ま
し
た
。
お
父
さ
ん
た
ち
も

講
師
の
読
み
聞
か
せ
を
熱
心
に

聞
き
な
が
ら
、
一
緒
に
参
加
し

た
子
ど
も
た
ち
の
反
応
を
見

て
、
絵
本
選
び
の
ポ
イ
ン
ト
を

つ
か
ん
で
お
ら
れ
た
よ
う
で

す
。
今
回
参
加
で
き
な
か
っ
た

お
父
さ
ん

に
も
、
ぜ

ひ
ご
家
庭

で
の
読
み

聞
か
せ
を

お
勧
め
し

ま
す
。

着
物
離
れ
に
Ｓ
Ｔ
Ｏ
Ｐ

　

日
本
の
伝
統
衣
装
で
あ
る
着

物
に
親
し
む
機
会
と
し
て
、
三

月
四
日
笠
置
町
産
業
振
興
会

館
に
お
い
て
「
着
物
の
着
付

け
教
室
」
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
受
講
生
が
各
自
持
参
し
て

き
た
着
物
と
帯
を
使
っ
て
、
基

本
的
な
着
物
の
着
方
と
、
初
心

者
向
け
の
お
太
鼓
結
び
を
習
い

ま
し
た
。
今
回
初
め
て
自
分
で

着
物
を
着
る
と
い
う
方
は
、
隣

の
人
に
手
伝
っ
て
も
ら
い
な
が

ら
も
、
慣
れ
な
い
着
付
け
に
苦

戦
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
中
に
は

お
子
さ
ん
の
入
学
式
を
控
え
た

保
護
者
の
方
も
お
ら
れ
、「
ま

だ
一
人
で

は
無
理
で

す
が
、
入

学
式
に
着

物
を
着
て

い
き
た
く

な
り
ま
し

た
。」
と

話
さ
れ
て

い
ま
し
た
。

梅
の
香
漂
う
春
の
古
都

　

三
月
十
五
日
女
性
学
講
座
春

の
管
外
研
修
が
実
施
さ
れ
、
三

町
村
か
ら
十
五
名
の
参
加
者
が

京
都
へ
赴
き
ま
し
た
。

　

午
前
中
、
学
問
の
神
様
、
菅

原
道
真
公
が
祀
ら
れ
て
い
る
北

野
天
満
宮
を
訪
れ
、
約
五
〇
種

類
、
一
五
〇
〇
本
も
の
梅
の
木

で
彩
ら
れ
た
梅
苑
を
拝
観
し
ま

し
た
。
今
年
は
冬
の
寒
さ
が
長

引
き
、
天
満
宮
の
梅
の
開
花
は

七
分
程
で
し
た
が
、
春
ら
し
い

陽
気
と
梅
の
香
で
、
参
加
者
は

春
の
訪
れ
を
感
じ
て
お
ら
れ
ま

し
た
。

　

ま
た
、
午
後
か
ら
は
、
千
枚

漬
け
で
有
名
な
川
勝
總
本
家
を

訪
れ
、
冬
野
菜
を
使
っ
た
漬
物

教
室
に
参
加
し
ま
し
た
。

親
子
で
ピ
ザ
パ
ン
づ
く
り

　

親
子
で
ふ
れ
あ
う
機
会
を

も
っ
て
も
ら
お
う
と
三
月
十
七

日
㈯
、
和
束
町
社
会
福
祉
セ
ン

タ
ー
に
お
い
て
、
親
子
ふ
れ
あ

い
教
室
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
は
和
束
町
で
活
動
さ
れ
て

い
る
ブ
レ
ッ
ド
キ
ッ
ズ
さ
ん
の

指
導
の
も
と
、
親
子
で
ピ
ザ
パ

ン
作
り
に
挑
戦
し
ま
し
た
。

　

一
緒
に
粉
を
混
ぜ
た
り
、
生

地
を
こ
ね
た
り
、
お
母
さ
ん
や

お
父
さ
ん
に
包
丁
の
持
ち
方
や

切
り
方
を
教
え
て
も
ら
い
な
が

ら
材
料
を
切
っ
た
り
、
親
子
で

わ
い
わ
い
と
楽
し
い
時
間
を
過

ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
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英会話教室 お知らせお知らせお知らせ英会話教室英会話教室
の

～がま口ポーチを作ろう～～がま口ポーチを作ろう～
お裁縫体験教室お裁縫体験教室お裁縫体験教室お裁縫体験教室お裁縫体験教室お裁縫体験教室

行事予定
ちょっとしたお出掛けや、小物入れなどに大活躍 !
デザインを自分で考えて、素敵なポーチを作ってみましょう。
●実 施 日／4月24日㈫　9：30～12：30
●場　　所／南山城村文化会館
●参加対象／管内3町村在住の18歳以上
　　　　　　（高校生不可）
●定　　員／先着20名
●参加費用／1,600円　※当日徴収します。
●持 ち 物／針、糸、ハサミ
　　　　　　小物（ボタン、レースなど）
●受付期間／4月9日㈪～13日㈮
　　　　　　9：00～17：00
　　　　　　教育委員会へお電話ください。
　　　　　　（0774-78-4335）
※詳しくは教育委員会に置いてますチラシ
　もしくは HP をご覧ください。

教育委員会生涯学習課では、子どもたちの安心・
安全な居場所づくりと、豊かな体験活動を目的
とした『京のまなび教室』を各小学校区で開設
しています。地域の子どもたちを地域で育てる、
そんな活動に参加してみませんか。子どもたち
の活動を見守っていただくスタッフを募集しま
す。
◇募集内容◇
●笠置町教室【かさぎ・まなび塾】

活動場所 活動日 謝金

主に笠置小学校 水曜日の放課後と休日
（年間60回） 有り

●南山城村教室【Ya! まなび Club】
活動場所 活動日 謝金

主に南山城小学校 水曜日の放課後と休日
（年間30回） 有り

　どちらも職務内容は児童の活動補助で、１回２～３
時間程度です。都合のいい時だけでもＯＫです。
◇登録・お問い合わせは下記まで◇

【かさぎ・まなび塾】 0743-95-2726 （笠置町分室）
【Ya! まなび Club】 0743-93-0580 （南山城村分室）

教育委員会では、連合に配属さ
れている外国語指導助手を活
用し、和束町と南山城村の2会
場で英会話教室を開催してい
ます。詳細については、お気軽
にお問い合わせください。
●和束町会場講師
　　ジェームズ・バーン先生
●南山城村会場講師
　　トーマス・ベルファー先生

 11日㊌ 英会話教室
  19：30～20：30
  やまなみホール
 13日㊎ やまなみ大学　第1講
　　　 10：00～11：30
　　　 やまなみホール
 14日㊏ 親と子の茶道教室
　　　 13：30～15：30
　　　 やまなみホール
16日㊊ 英会話教室
  19：30～20：40
　  和束町体験交流センター
 19日㊍ 健康体操
  13：00～14：30
  笠置町中央公民館
 24日㊋ お裁縫体験教室
  詳細は別記参照
 25日㊌ 英会話教室
  19：00～20：30
  やまなみホール

京のまなび教室スタッフ募集
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地域のサー
クル紹介

地域のサー
クル紹介

地域のサー
クル紹介

　　　　 うたごえサークル“歌
らっ

楽
か

声
せい

”
　笠置町中央公民館の公民館講座として開催していた、笠置うたごえ教室が平成24年
度4月より自主サークル活動へと展開する事になりました。
　サークル名は、笠置うたごえサークル“歌楽声”とネーミングされ、懐かしい童謡

や唱歌を大きな声で歌い「音楽を通して心と身体を活
性化しましょう !」をテーマに掲げておられます。4
月から笠置町産業振興会館において、毎月2回第2・
第4金曜日（一部異なる月有）の午前10時から11時
30分の予定で実施（要参加費）されます。
　♪随時、参加者を募集されていますので、興味のあ
る方は活動実施日にお気軽に直接覗いてみて頂くか、
教育委員会までお問い合わせ下さい♪
■問合せ先　笠置町分室　TEL. 0743-95-2726

今月の
新着図書

4
※３町村のどなたでも借りられます。
　最寄りの図書室でリクエストの
　申し込みをしてください。   

月
Aprile

タイトル 著者名

笠　　置

一般書

大人の流儀　続大人の流儀 伊集院　静

まいまいつぶろ 高峰　秀子

極北ラプソデｲ 海堂　尊

児童書

クリーニングももやまです 蜂飼　耳

エメラルドアトラス　最古の魔術書 ジョン・ステｲーブンス

ぼくはモンスターのとこやさん マシュー・マケリゴッド

和　　束

一般書

ジェントルマン 山田　詠美

いい子は家で 青木　淳悟

面白いほどよくわかる平家物語 金谷　俊一

児童書

せかいでいちばんすてきなないしょ クリフ・ライト

はやくはやくっていわないで 益田　ミリ

チャビの世界大冒険　１～４ ゴムドリ co.

南山城村

一般書

ホテル・ピーベリー 近藤　史恵

初つばめ 藤沢　周平

私と 20 世紀のクロニエル ドナルド・キーン

児童書

かものきょうだいクリとゴマ なかがわ　ちひろ

戦火の馬 マイケル・モーパーゴ

小学生のキッチンでかんたんクラフト 学研

【3町村図書室より】　
4月23日㈪は『子ども読書の日』、また、4月23日㈪～5月12日㈯までこどもの読書週間です。
さわやかな季節の風がふく春、新学期・新年度がスタートしました !　この期間に、一冊読んで見ませ
んか ?　お気軽に図書室をご利用ください。お待ちしています。
◆南山城村図書室より
　　4月から定期後続雑誌が次のように変わりました。皆さまのご利用をお待ちしています。
　◦月刊 「きょうの料理」（継続）　◦月刊 「いきいき」（継続）　◦月刊 「やさいの時間」（新規）
　◦季刊 「かぞくのじかん」 （新規）
　＊月刊 「 LEE 」は、3月号をもって購読を打ち切らせていただきます。
◆和束町体験交流センター図書室より
　《貸出日が増えます !》

4月23日㈪～5月12日㈯までの『こどもの読書週間』期間中に限り、より多くの住民の方に利用し
ていただくため、通常は閲覧日となっている木曜日についても貸出しを行います。

　　●実 施 日／4月26日 ・ 5月10日
　　●開室時間／午前9時30分～午後4時30分

また、オープンしました図書室外のテラスは、土・日曜日に開放しています !
どうぞご利用ください。
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　いづみ福祉会『地域活動支援センターいづみ』です。
　精神に障害のある方が、地域でこころ穏やかに楽しく充実した毎日を送って頂けるように、精神保健福祉に関
しての相談を受けております。障害者年金や各種制度についての相談、悩み事など、お気軽に御相談ください。
＊訪問にての相談にも応じます
住　　所／木津川市加茂町観音寺石部8番地
日　　程／木・日・祝日以外の9時00分～18時00分
問 合 せ／地域活動支援センターいづみ
　　　　　TEL 0774-76-0076　
担　　当／志部谷（しぶや）（精神保健福祉士 )

　地域で暮らしておられるしょうがい者の方の自立した生活を支援するために、就職に関すること（ハローワー
クへの同行、登録手続き、就職先の相談）福祉サービス事業所の紹介など、働くことについてのさまざまな情報
を提供したり、相談をうけたり致します。この相談会が自立の一歩となるような場所に、皆様で育ててもらえれ
ば幸いです。
◆費　用／無料
◆日　時／2012年4月10日㈫・2012年4月24日㈫（相談会は毎月2回開いていきます。）
◆住　所／木津川市山城町上狛前畑12-4（JR 上狛駅徒歩10分）（工房グリーンフィールドの隣です）
◆時　間／午前10時00～午後3：00（スタッフ常駐）
　　　　　★上記時間以外でも下記へご連絡していただければ OK です。
◆連絡先／しょうがい者就業・生活支援センター「あん」　多田、岡本、小山、佐々木
　　　　　TEL 0774-86-5056／080-1428-3420

　平成23年4月2日、木津川市山城町綺田の山林で発生した火災から1年が経過しました。相楽中部消防組合消
防本部・木津川市消防団だけでなく、笠置町・和束町・南山城村の各消防団、京田辺市消防本部、井手町消防団、
京都市消防局ヘリコプター、奈良県防災ヘリコプターなどの協力により、3日間燃え続けた火災は林野約525a
を焼いてようやく鎮火しました。
　4月1日から7日まで「忘れない　山への感謝と　火の始末」という平成24年の標語の
もと、山林防火運動を実施中です。
　林野火災はいったん発生すると、消防水利の不足や地形的な条件から消火活動が非常
に困難となります。
　また、延焼しやすく消火しにくい火災であり、大規模な火災になることがあります。
　焼失してしまうと地面の保水能力が低下し、台風や集中豪雨などにより土砂崩れなど
の自然災害を誘発しやすくなります。
　暖かくなりはじめ、山に入る機会が増えると思いますので、以下の事に注意しましょう。

●枯草等のある火災が起こりやすい場所では、たき火をしないこと。
●喫煙は指定された場所で行い、吸いがらは必ず消すとともに投げ捨てないこと。
●バーベキューなど火を使用する場合には、指定された場所で行い、そこを離れる時には完全に消すこと。
●各自のゴミは指定された場所に捨てるか持ち帰ること。
●火気を使用する場合は、周囲の可燃物の状況に十分注意するとともに消火用の水等を必ず用意すること。
●強風注意報や乾燥注意報などが発表されている場合は、火気の使用は差し控えること。

◆相楽中部消防組合消防本部／ TEL 0774-72-2119　http://www.sourakuchubu119-kyoto.jp

　精神保健福祉相談

　山火事を防ごう

　就職相談会（しょうがいのある方の相談会） 社会福祉法人京都ライフサポート協会
しょうがい者就業・生活支援センター「あん」
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